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川崎陸送株式会社
創業84年

運輸・倉庫・通関業・不動産賃貸業

年商 １５０億円（単独）

事業所数 全国２５ヶ所

倉庫所管面積 約１１，９００坪＋８，０００坪

従業員数 ４８１名（０８．１０．１現在）

事務１９６ 現業１３１ 乗務１５４

（事務職には現場事務を含む）
契約社員 事務５１ 現業７０ 乗務８４ 計２０５名
その他アルバイト・パート １５２名 派遣３１名
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昭和３０年代
のトレーラー
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流通加工

倉庫での保管

ユーザーへの試薬発送

検品・ラベル貼り・組立・ギフト詰め合わせ
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組合員のための組合運営を目指しています！

5

名称：広域運送事業協同組合（略称：広運協）

所在地：東京都港区新橋

設立：平成９年１１月１０日

主な事業：ＥＴＣ料金支払代行・車両用燃料共同購入

組合員数： ４８社（平成２０年８月現在）
東京都１２社 神奈川県８社 千葉県６社 埼玉県７社
茨城県２社 山梨県２社 京都府３社 大阪府１社 長野県２社
山口県１社 愛知県２社 三重県２社

組合全体の保有車両台数
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遠くなる荷主と実輸送の関係（３ＰＬのジレンマ）

より長くなる物流サービスの流通チャネル

荷主

元請

運送会社

荷主

３ＰＬ元請

輸送元請

地区倉庫元請 地区輸送元請

倉庫会社 運送会社

声が

届かない

倉庫元請

派 遣 会 社
6

高度化する３ＰＬ
がチャネルをより
長くする
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Q1【平均2.64】
現在、自社のドライバーは
不足している

Q2【平均3.28】
今後５年先自社のドライバーは
不足すると思う
Q3【平均2.79】
ドライバー不足対策のために、
自社の雇用形態を
変更すべきだと思う

Q4【平均2.84】
高齢ドライバー（58歳以上）の
雇用を検討したいQ5【平均2.92】
女性ドライバーの雇用を
検討したい

Q6【平均2.03】
派遣ドライバーの雇用を
検討したい

Q7【平均2.05】
季節（期間）ドライバーの
雇用を検討したい

Q8【平均2.45】
パートドライバーの
雇用を検討したい

Q9【平均2.50】
地方出身者のドライバーの
雇用を検討したい

Q10【平均2.05】
外国人労働者のドライバーへの
門戸を解放してほしいと思う
Q11【平均2.80】
ドライバーが誇りを持てるような国家試験取得制度やトラッ
クドライバーの業種別の専門免許等創設を国に行ってほし
いと思う

回答数 回答数ドライバーの現状について

ドライバーの雇用について

大いに思う（４点） やや思う（３点）
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2008.5 広域運送事業協同組合会員アンケート
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ドライバー研修をやっていますか？

はい いいえ n=44
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講習会

講師による社内研修

社内講師による研修

NO

どのような研修を行っていますか？

‐20 ‐50 ‐100 101 ‐

0 2 4 6 8 10 12 14

3ヶ月以内に1回

半年に1回

1年に1回

2～3年に1回

無回答

研修の頻度は？

‐20 ‐50 ‐100 101 ‐ n=32

0 2 4 6 8 10

時間がない

費用がかかる

方法が分からない

不明

研修を行っていない主な理由は何ですか？

‐20 ‐50 ‐100 複数回答

2008.11 広域運送事業協同組合会員 安全教育研修に関するアンケート
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燃料サーチャージ

原価削減

設備投資

高齢者雇用

新規営業開拓

この1年でドライバー研修に比べて優先度が高いと思うのは？
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減っている

増えている

変わらない

分からない

研修で事故は減っているか？

‐20 ‐50 ‐100 101 ‐ n=32

0 2 4 6 8 10 12 14

宿泊実地

講習会

講師による社内研修

社内講師による研修

なし

これから行いたいと思う研修は？

（研修実施会社）

‐20 ‐50 ‐100 101 ‐ 複数回答

0 2 4 6 8

宿泊実地

講習会

講師による社内研修

社内講師による研修

なし

これから行いたいと思う研修は？

（研修未実施会社）

‐20 ‐50 ‐100 101 ‐ 複数回答

2008.11 広域運送事業協同組合会員 安全教育研修に関するアンケート



物流サービスを貫く現場力とカイゼン

工場と同じような品質管理が必要

部品メーカー 製造メーカー

一体となった品質管理

３ＰＬ元請 倉庫会社

一体となった品質管理

運送会社
運送会社
運送会社

ＴＱＣＫＹＴ

運行管理者・整備管理者・配車・運転手
＝中小零細運送会社は全て社長が兼務

モノの流れ全体にわたった協力が出来ないか？
2008.6.10 10
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管理が出来る経営規模に

今の運送会社に求められていること

コンプライアンス 従業員教育 安定供給

一定の経営規模が必要

最低保有台数５両は適正か？（５０台～１００台は必要？）

実輸送業者の統合と個人トラック制度の導入？？？

ＡＴＡや個人タクシーのような
個人経営への教育・サポートが必要
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業務に応じた独自の資格認定制度を！

同じトラックでも、仕事の内容は千差万別

牛乳配送・アパレルの配送・巻き取り紙の輸送

国が認定制度を作るとしても、複雑になる

協同組合の
認定制度

荷主協力会の
認定制度

計算できる品質

乗務職の能力評価基準がない

職の魅力と
付加価値アップ
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２０代の事故率を１としたときの各年代の事故率
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高齢ドライバーは事故が多い?!

東京工業大学 伊藤研修室
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高齢ドライバーの事故は小さい?!

各年代での１件あたりの被害損額
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